
大殿小学校 学校だより 令和元年 1２月号

お お ど の 健 児
令和元年 1２月６日発行
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校 長 磯 村 勇

１２月５日（木）に、鷺流狂言の鑑賞会を行いました。鷺流狂言は、大内文化が栄えていた時

代に始まり、いったんは途絶えたものの、ここ山口市において復活し現在まで受け継がれている

伝統芸能です。６年生が使っている国語の教科書にも狂言の演目（ 柿山伏」という演目です ）「 。

が掲載されています。

、 、 （ ）野田神社に能楽堂があり 毎年公演が行われている大殿地域は 狂言について 狂言を通して

学ぶ上での地の利を持っています。そうした地の利を生かして、本年度は６年生対象の指導と全

校の鑑賞会とで、合わせて３回の指導をお願いしました。全校の鑑賞会では、教科書に載ってい

る「柿山伏」を全編見せていただきました。

何しろ、６００～７００年も前の芸能です。台詞で使われている言葉は昔の言葉が多く、すべ

てが理解できるというわけではありません。それなのに、観客である子どもたちの反応が学年に

関係なく、一致することがあったのは実に不思議でした。面白い台詞や動きの時には （完全に、

意味を理解しているわけではなさそうなのに）同じようなところで笑いが起こるのです。

これはどういうことでしょうか。７００年前の人々と、現在の人々の笑いのツボは似通ってい

るところがあるのかも知れません。そう考えると、とたんに７００年前の人々に親近感がわいて

きます。狂言には、威張ったり見栄を張ったりする人を、からかったり引っかけたり困らせたり

する物語がとても多いそうです。でも、最後にはちゃんと逃げ道を用意しておいてあげて、困ら

せるけれども、決して傷つけるようなことはしないという結末になっています。

子どもたちには、こうした伝統芸能に何度も何度も触れてほしいと思います。そうして、長い

歴史の中に息づいている「こころ」を感じ取ってほしいと思います。冷え込みは厳しく、防寒着

にマスク着用という中の鑑賞会でしたが、貴重な体験となりました。

ところで、狂言の演目とは別に発見したことがあります。それは、狂言の練習のしかたです。

現代の演劇では、文字が印刷された脚本をもとに、演出家が台詞の言い方や動きを指示して指導

していきます。けれども、狂言の場合は 「先輩の役者が、後輩の役者に台詞や動きを真似させ、

る」という練習方法なのです。本校の鑑賞会でも、狂言独特の立ち方や歩き方、台詞を体験する

時間を設けていただいたのですが、すべてが真似をさせるという方法での指導でした。

『習うより慣れろ 『学ぶは、真似ぶ』というのは、物事をマスターする上で、最も時間がか』

かるけれども、最も確実に伝わる方法です。落語や講談などの話芸の指導も、真似をすることか

ら始まるそうです。長い時間を経ても残っている伝統芸能というのは、やはりその伝え方も「時

間はかかるが確実に伝わる方法」を駆使しているのですね。

まもなく年末です。しめ縄づくりをはじめとする、年末年始の行事は子どもたちに確実に伝え

ていきたいもの。真似や慣れを信じて、子どもたちとともに活動してみたいものです。



１２月行事予定 

１月、２月、３月の主な行事 

曜 １月 行事予定 

水 始業式 給食開始 委員会 
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２月 行事予定 

仮入学 

クラブ 

地区別集団下校 

参観日（学級懇談） 6年入学

説明会 
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学校保健安全委員会  

学校運営協議会 
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３月 行事予定 

6年生を送る会 

委員会 

集金日 

6年給食終了 

お別れ式 

卒業式 

大殿中仮入学 

給食終了 

修了式 

離任式 

 

日 曜 学  校  行  事 日 曜 学  校  行  事 

1 日   16 月   

2 月 振替休業 17 火   

3 火 委員会 18 水   

4 水 持久走記録会 19 木 給食終了 

5 木 文化庁狂言 20 金 個人懇談会① 

6 金   21 土  

7 土 PTA運営委員会 22 日   

8 日 共生社会推進フェスタ 23 月 個人懇談会② 

9 月 
集金日 歳末助け合い募金

（～11日） 
24 火 終業式 

10 火 ありが10の日 25 水 冬季休業 

11 水   26 木   

12 木   27 金   

13 金 
６年劇団四季鑑賞 ５年学年

活動（しめ縄） 
28 土   

14 土   29 日   

15 日   30 月   

      31 火   

あいサポート 共生社会推進フェスタについて 

日時：令和元年１２月８日（日）9：40～15：00 

主催：山口県・山口県障害者社会参加推進センター 

 先日、家庭数で「山口県障害者芸術文化祭」「あいサポート共生社会推進フェスタ2019」（両面印

刷）のチラシを配布いたしました。 

 障害者が中心となった総合的な芸術文化祭を開催することにより、障害者の社会参加を図り、障害のあ

る人とない人とのより一層の交流を深めるとともに、芸術の質の向上を目的としています。 

 作品展示は山口県政資料館（県庁本館横）、１２月８日のステージ部門は大殿小学校体育館を会場にし

て行われます。大殿小PTAによる、わたがし販売も予定されています。 

 ９:４０から、大殿小合唱部の出演や、障害者芸術文化祭等の表彰式があり、１０:３５から、あいサ

ポート団体の認定式等があります。大殿小学校も、あいサポート団体として認定される予定です。その

後、ステージ演奏やお楽しみ抽選会等があり、１４:４０から県立大学の手話サークル等が、パプリカを

手話で披露するなど、いろいろなイベントが企画されています。最後にもちまきもあります。 

 当日はどなたでも入場できますので、ご家族でお気軽にお立ち寄り 

ください。よろしくお願いします。 
「わが家のやくそく大募集 

冬休みチャレンジ」について 

 山口県の社会教育・文化財課で

は、「家庭の元気応援キャンペー

ン」の一環として標記の取組を

行っています。 

 家族で話し合って、「わが家の

やくそく」を決め、冬休みに取り

組んでみるのもいいですね。 

１ 応募期間 

・令和２年１月８日（水曜日） 

  ～１月２４日（金曜日） 

２ 応募方法 

・ウェブの申込書をダウンロード 

 され、郵便、ＦＡＸ又はメール 

 等でご応募ください。 

詳細は↓ 

わが家のやくそく大募集 


